
本と人との出会いの広場…図書館だより 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 
明科図書館の複合施設 に来たら南側から建物を見よう！ 

 『この春から行われていた「明科子どもと大人の交流学習施設」の工事は順調に進み、平成 14 年 12 月初めより全容が現れた。』

今から２２年前の広報に記載されていた「交流学習施設」の原稿の冒頭です。それによると、「南側（千才町側）からは『交流リン

グ』と呼ばれるガラス張りの回廊を抱きかかえるような、施設の最も特徴的な様子を見ることが出来る」という記載があります。

この「交流学習施設」は図書館と学習館と児童館が集まった複合施設でもあり、多くの人が集い、愛され、親しみを込めて呼んで

もらえることを願い「ひまわり」という愛称に決定された（平成 15 年 3 月）。 

「ひまわり」に来たら南側から建物を見てください。でも建物の特徴は南側だけではなく、それぞれの方向から見ても特徴のある

魅力たっぷりの建物だと思います。それが広報の歴史からも分かりますから過去に遡ってみましょう。それによると、北側（明科

支所側が正面玄関）はコンクリートの素地が協調された玄関と連なるいくつかの窓により独特なリズムを感じさせる造りである

事、東側から北側までの外壁タイルの色は明科の風土や景色に「なじむもの」が選定された事、また腰壁（地面から目の高さ）に

は、日本古来の段々のついた「下見張り」という技法を模した構造を採用したデザインとなっている事など、明科らしさを取り込

むと同時に日本の伝統を守ることも忘れない技法で建物が造られ、その時に出来ることを可能な限り結集させたことが感じられま

す。 建物の南側には入口が無いため、「ひまわり」を利用される方は北側の正面玄関か東側の図書館入口を利用されますので、

南側から建物を見る機会が少なくなっていると思います。時間に余裕を持って、是非とも南側から建物を見てください。「ひまわ

り」の最も特徴的な様子を見ることが出来る、という事を体感してください。そしてグルっと建物を一周。同じ建物とは思えない

ほど、見る向きにより趣を異にする不思議な建物だと分かるはずです。そんな魅力的な「ひまわり」内の明科図書館は現在改修工

事中で休館とさせていただいております。令和７年２月１日（土）から開館予定ですので、今しばらくお待ちください。改修工事

完了後に皆様のご来館を心よりお待ちしております。 

令和 ７ 年 １ 月 ７ 日 発行 
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☆彡おはなし会☆彡  

開催 

図書館 
おはなし会名（対象） 開催日／時間等 

中央 
おはなしのとびら（乳幼児以上） 5.19.26日／10:30～ 

おはなしとしょかん特別版 詳細は講座の表をご覧ください 

豊科 おはなしたんぽぽ（乳幼児以上） ２１日（金）／11:00～ 

三郷 
ポケットの会（乳幼児以上） １５日（土）／10:30～ 

おはなし会（乳幼児以上） ２７日（木）／11:00～ 

堀金 
おはなしのへや（乳幼児以上） １８日（火）／10:30～ 

おりがみのへや（幼児以上） ２６日（水）／16:30～ 

明科 おはなしひまわり スペシャル 詳細は講座の表をご覧ください 

  
♦講座など♦  

  

会場・お問合先 講座名 開催日時等 

 

中央図書館 

（みらい） 

映画上映会     ※聴覚障害者用字幕付 
「いぬのえいが」       約 96分                    

2/14（金）  

開演 18:00（開場 17:30） 

おはなしとしょかん特別版 
絵本作家  

まるやまあやこさんといっしょだよ♪ 

２/16（日） 10:0０～１１:３0 

対象：年長、小学１・２年生親子 

申込： 20組（１/28～受付） 

堀金図書館 
わくわく講座② 
「マジックスティックを作ろう」 

２/18（火） 16:３０～1７:３0 

対象：幼児～小学生（未就学児保護者付） 

申込： １0組（１/２９～受付） 

明科図書館 

（ひまわり） 

おはなしひまわり スペシャル 
～明科図書館 リニューアル記念～ 

２/２２（土） 1１:００～11:30 

対象：乳幼児以上（保護者同伴） 

定員：当日先着 30組 



 

 

2025年の大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢
噺～』の主人公は“蔦重”こと蔦谷重三郎です。「浮
世絵黄金期」と呼ばれた江戸時代に、版元として活
躍しました。版元とは出版社と書店を兼ね備えた職
種で、蔦重自ら編集と出版プロデューサーの役割を
果たしました。出版業者として後世にまで名を残した
のは、歌麿や写楽、十返舎一九など江戸文化を代表
する人たちの才能を引き出したからと言えます。 

吉原育ちの蔦重は、両親の離縁により養子に出さ
れ、成長して引手茶屋の一角で小さな書店を営みま
す。その後わずか十年ほどで江戸の中心・日本橋に
進出します。大衆的な娯楽本と浮世絵の出版を手が
け、多くの作者・絵師・職人を抱え、話題を呼ぶ刺激
的な作品を出版しました。幕府を敵に回して財産の

半分を没収されても、逆境を乗り越えて面白さを追
求し続けます。 
豊科図書館の１月の展示テーマは「蔦谷重三郎 
ゆかりの人々」です。江戸時代についての本や写楽

や歌麿の本も集めていますので、是非ご覧ください。 
 
【参考図書】 
・蔦屋重三郎と田沼時代の謎／安藤優一郎／ＰＨＰ研究所 
・蔦谷重三郎 江戸を編集した男／田中優子／文藝春秋 
・蔦谷重三郎と江戸文化を創った１３人／車浮代／ＰＨＰ研究所 
・これ１冊でわかる！蔦谷重三郎と江戸文化／伊藤賀一／Ｇａｋｋｅｎ 
・大河ドラマ「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～」 
（ＮＨＫホームページ）
https://www.nhk.jp/p/berabou/ts/42QY57MX24/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集・発行・お問い合わせ 
中央図書館 ☎８４－０１１１ 
豊科図書館 ☎７１－４０２２ 
三郷図書館 ☎７６－３０７８ 
堀金図書館 ☎７２－３６０１ 
明科図書館 ☎６２－１１２２ 

図書館ホームページ (蔵書 ・資料の検索もできます ) 
http://www.city.azumino.nagano.jp/site/tosho 

※
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集
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記
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し
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す
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本
年
も
宜
し
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願
い
致
し

ま
す
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児童書  『シロクマが家にやってきた！』 
マリア・ファラー／作 あかね書房 

 

ある日とつぜん、家にシロクマが

やってきた。こわくてびっくりしながら

も、親にみつからないように世話を 

焼いてあげるアーサー。 

家族や友達を巻き込んでのドタバタ劇。障害のある

弟との変化する関係に心があたたまります。さいご

のページ「ホッキョクグマのひみつ」もおもしろいで

す。 

一般書  『スナーク狩り』 
ルイス・キャロル／作 集英社 

 

「アリス」の作者であるルイス・キャロ

ルが書いたノンセンスな冒険の物語

に、「ムーミン」の作者のトーベ・ヤンソ 

ンがかわいくてちょっぴりブキミな絵をつけた夢のよ

うな本。スナークを捕まえるために船長のベルマン

のもとに集まったのは、ちょっとおかしな８人と１匹。 

上陸した島でスナークを探す一行ですが、その旅の 

結末とは。 

 

 
 
一般書 

１ 透明な螺旋／東野圭吾 

２ 成瀬は天下を取りにいく／宮島未奈 

３ ＃真相をお話しします／結城真一郎 

児童書 

１ バムとケロのさむいあさ／島田ゆか 

２ クリスマスのかくれんぼ／いしかわこうじ 

３ どうぞのいす／香山美子 

ＡＶ資料 

１ ＡＮＴＥＮＮＡ／ Ｍｒｓ．ＧＲＥＥＮ ＡＰＰＬＥ 

２ ハリー・ポッターと賢者の石／クリス・コロンバス 

３ アイス・エイジ３／ティラノのおとしもの 特別編／カルロス・サルダーニャ 

 

12月の貸出ランキング 

 

豊科図書館 

奮闘 調べもの日記（レファレンス） 

 『江戸の出版王 蔦屋重三郎』 

 

【1月の企画(テーマ)展示】 

◎全館 

バリアフリー用品展示 1/5（日）～1/30（木） 

〇各館 

図書館 一般書 児童書 

中央 江戸の出版物・メディア せっかく冬なんだから 

豊科 蔦屋重三郎ゆかりの人々 大人になったら何になりたい？ 

三郷 蔦重 江戸の出版王と取り巻く人々 へびどし 

堀金 初笑い だるま 

明科 ※12/1～1/31施設改修工事のため休館 

 

★文字の読書が困難な方
．．．．．．．．．．

は、図書館へご相談ください★ 

表紙 

表紙 


